
5－12　健康のために心がけていること
◇儲徽〔倉享などの．若者′rランスノがと舌に6継ぐ

問28　あなたが健康の維持・増進のために、自ら心がけて行動していることはどれですか。

（○はいくつでも）

図5－12－1

n＝1，801

適度な運動

食事などの栄養バランス

適度な休養

各種定期健診の受診

趣味などの生きがいづくり

その他

特に何もしていない

無回答

0　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70（％）

（複数回答）

健康の維持・増進のために、自ら心がけて行動していることについて聞いたところ、「適度な運動」

（59．4％）と「食事などの栄養バランス」（57．1％）がともに6割近く、ついで「適度な休養」

（41．2％）と続いている。（図5－12－1）
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図5－12－2　健康のために心がけていること一性別・年齢別

適度な運動 食事などの
栄養バランス

適度な休養 各種定期健診の受診　趣味などの
生きがいづくり
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性別にみると、「食事などの栄養バランス」は女性のほうが16．3ポイント高くなっている。

性・年齢別にみると、「適度な運動」は男女とも概ね年齢が高くなるほど割合が増加している。「食

事などの栄養バランス」は女性の40歳以上で7割前後と高くなっている。「適度な休養」は男女とも

に年齢が低くなるほど割合が高い傾向にあり、特に女性の20歳代では6割弱（57．4％）を占める。「各

種定期健診の受診」は男女とも概ね年齢が高くなるほど割合が増加する傾向がみられる。「趣味など

の生きがいづくり」は男性20歳代の5割弱（49．2％）を筆頭に、男女ともに60歳以上で4割台と高く

なっている。（図5－12－2）
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5－13　かかりつけの医療機関の有無
◇収めrいるノ人ば6影野

かかりつけの医療機関を決めているか聞いたところ、「決めている」が6割弱（58．8％）、一方、「決

めていない」が約4割（40．1％）となっている。（図5－13－1）

図5－13－2　かかりつけの医療機関の有無一性別・年齢別

決めている

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518）

決めていない　　　　無回答

性別にみると、女性のほうが「決めている」が4．5ポイント高くなっている。

年齢別にみると、50歳代を除き、年齢が高くなるほど「決めている」の割合が増加する傾向がみら

れ、65歳以上では約8割（79．5％）を占めている。（図5－13－2）
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図5－13－3　かかりつけの医療機関の有無一居住地域別

決めている

全　体

本庁管内（中央地域）

元八王子・恩方川l口
（西部地域）

（1，801）

（361）

（345）

浅川・横山・館
（西南部地域）（350）

加住・石川
（北部地域）（142）

由井・北野
（東南部地域）（257）

由木・由木東・南大沢
（東部地域）（322）

決めていない　　　　無回答

居住地域別にみると、「決めている」は元八王子・恩方・川口（西部地域）で6割強（62．3％）と最

も高く、由井・北野（東南部地域）で5割台半ば（56．0％）と低くなっている。（図5－13－3）
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5－14　この1年間に取り組んだ学習活動
◇〔勝差上必要を勿訝・皮鹿ノと√パソコン■インターネットノの2屠百が2紹

間30　あなたがこの1年間に取り組んだ学習活動はどれですか。（○はいくつでも）

図5－14－1

n＝1，801

職業上必要な知識・技能

パソコン・インターネット

園芸

音楽

料理

外国語

歴史

文学

美術

写真

洋裁

和裁

その他

特に学習していない

無回答

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40（％）

（複数回答）

この1年間に取り組んだ学習活動について聞いたところ、「職業上必要な知識・技能」が2割台半

ば（24．0％）と最も高く、ついで「パソコン・インターネット」（22．0％）、「園芸」（14．5％）、「音楽」

（10．4％）、「料理」（9．3％）と続いている。（図5－14－1）
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図5－14－2　この1年間に取り組んだ学習活動一性別・年齢別（上位10項目）

職業上必要な知識・　パソコン・　　　　　　園芸　　　　　　　　音楽　　　　　　　　料理
技能　　　　　　　　　インターネット

全　休　　　（1，801）

男性（計）　　（806）

女性（計）　　（978）

20歳代　（155）

30歳代　（262）

40歳代　（274）

50歳代　（365）

60～64歳　（216）

65歳以上　（518）

n

0　　　30　　　60（％）0　　　30　　　60（％）0　　　30　　　60（％）0　　　30　　　60（％）0　　　30

外国語 歴史 文学

ご；…　　鞘．：－4
し■▼■・■・■■1

151　擢：ご8■

■

296　　巨軋6
189　　　　　　　t　！112

美術 写真

0　　　30　　　60（％）0　　　30　　　60（％）0　　　30　　　60（％）0　　　30　　　60（％）0　　　30

全　体

男性（計）

女性（計）　　（978）

20歳代　（155） 17．4

30歳代　（262）巨！107

40歳代　（274）

50歳代　（365）

60～64歳　（216）

65歳以上　（518）

60（％）

6叫％）

性別にみると、男性のほうが「職業上必要な知識・技能」で15．0ポイント、「パソコン・インター

ネット」で8．2ポイント高く、女性のほうが「料理」で8．3ポイント高くなっている。

年齢別にみると、「職業上必要な知識・技能」、「パソコン・インターネット」、「外国語」は年齢が

低くなるほど割合が増加する傾向にあり、20歳代で「職業上必要な知識・技能」は約5割（49．7％）、

「パソコン・インターネット」は3割強（33．5％）を占める。「園芸」は年齢が高くなるほど割合が増

加する傾向がみられる。（図5－14－2）
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5－11この1年間に行ったスポーツの頻度
◇（題に7虐似上ノが粉乳軌　／符にしていをいノがβ厨合半ば

無

この1年間にスポーツを行った回数について聞いたところ、「週に1回以上」が約3割（29．9％）、

「月に1～3回」が1割台半ば（15．8％）となり、「3か月に1～2回」（6．8％）及び「半年に1～2

回」（7．7％）がともに1割未満となっている。一方、「特にしていない」は3割台半ば（35．1％）とな

っている。（図5－15－1）

図5－15－2　この1年間に行ったスポーツの頻度一性別・年齢別

月に　3か月に　半年に

過に1回以上　　1～3回1～2回　1～2回　その他　特にしていない

n

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518）

無回答

性別にみると、女性のほうが「特にしていない」が6．5ポイント高くなっている。

年齢別にみると、「週に1回以上」は60～64歳で4割強（41．7％）と最も高くなっている。

（図5－15－2）
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5－16　この1年間の芸術・文化活動の頻度
◇／半年に7～2軌が2線／‾符にしていないノがβ厨倉半ば

この1年間の芸術・文化活動の参加頻度について聞いたところ、「週に1回以上」が1割未満

（7．4％）、「月に1～3回」が1割強（12．7％）、「3か月に1～2回」が1割台半ば（16．1％）、「半年に

1～2回」が2割弱（18．2％）となっている。一方で「特にしていない」は3割台半ば（36．2％）とな

っている。（図5－16－1）

図5－16－2　この1年間の芸術・文化活動の頻度一性別・年齢別

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518）

性別にみると、男性のほうが「特にしていない」が12．2ポイント高くなっている。

年齢別にみると、「週に1回以上」と「月に1～3回」の合計は20歳代（31．7％）の割合が最も高く、

60～64歳（17．1％）の割合が最も低くなっている。（図5－16－2）
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5－17　市は景観に配慮されたまちであるか
◇尻厨虎をム　がが　劇紺

市が景観に配慮されたまちであるかについて聞いたところ、「あまりそう思えない」が4割弱

（38．6％）と最も高く、「思えない」（11．1％）と合わせた『思えない』は5割弱（49．7％）となってい

る。一方、「そう思う」（3．8％）と「どちらかといえばそう思う」（24．5％）を合わせた『そう思う』は

3割弱（28．3％）となっている。（図5－17－1）

図5－17－2　市は景観に配慮されたまちであるか一性別・年齢別

どちらかといえば

そう思う　　そう思う

lT＝＿Tr＿丁⊥＿¶

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

あまりそう思えない

11　　　245

思えない

65歳以上（518）笹二三＝章毎

性別にみると、『そう思う』は男性が女性より3．8ポイント高く、『思えない』は男女に大きな差は

特にみられない。

年齢別にみると、30歳代～50歳代で『思えない』が5割台と高く、60歳以上で『そう思う』が3割

を超え、比較的高くなっている。（図5－17－2）

105



図5－17－3　市は景観に配慮されたまちであるか一居住地域別

居住地域別にみると、『思えない』は本庁管内（中央地域）と加住・石川（北部地域）で5割台半

ばと高く、『そう思う』は由井・北野（東南部地域）と由木・由木東・南大沢（東部地域）で3割台

と高くなっている。（図5－17－3）
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5－18　災害に対する準備
◇傾中軌が6厨倉半ばと克労

問34　あなたの家庭では、大地震等の災害に備えどのようなものを準備していますか。

（○はいくつでも）

図5－18－1

n＝1，801

懐中電灯

携帯ラジオ

食料・飲料水

消火器

医薬品

貴重品類等非常持出品

衣類

その他

何もしていない

0　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70（％）

．
0
．
T
∵
∴
∴
十
∴

答
回
無

（複数回答）

大地震等の災害に備えた準備についてきいたところ、「懐中電灯」が6割台半ば（65．6％）と最も高

く、ついで「携帯ラジオ」（47．9％）、「食料・飲料水」（43．6％）、「消火器」（26．5％）の順で続いてい

る。（図5－18－1）
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図5－18－2　災害に対する準備一性別・年齢別

懐中電灯　　　　　　携帯ラジオ　　　　　食料・飲料水　　　　　消火器

全　体　　　（1．801）

男性（計）　　（806）

女性（計）　　（978）

20歳代　（155）

30歳代　（262）

40歳代　（274）

50歳代　（365）

60～64歳　（216）

65歳以上　（518）

医薬品

0　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）

貴重品類等非常
持出晶

衣類 その他 何もしていない

n O　　　40　　80（％）0　　　40　　　80（％）0　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）

全　体　　　（1．801）

男性（計）　　（806）

女性（計）　　（978）

…宣董琵掘
60～64歳　（216）

65歳以上　（518）

7．8

7．5

8．4

6．9

l．0

6．3

301　　　　　．F51

349　　　　　．∃118

2．7

2．0

3．3

1．3

2．3

3．3

3．6

1．4

2．9

性別にみると、「食料・飲料水」は女性のほうが5．0ポイント高くなっている。

年齢別にみると、「懐中電灯」、「携帯ラジオ」、「医薬品」、「貴重品類等非常持出晶」は、年齢が高

くなるほど割合が増加する傾向にある。これに対して、「何もしていない」は年齢が低くなるほど割

合が増加する傾向にあり、20歳代は4割（40．0％）と高くなっている。（図5－18－2）
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5－19　市のにぎわいと活力の有無
◇尻醇Cをい』が6身倉半ば

八王子市がにぎわいと活力があるまちであると感じるか聞いたところ、「あまり感じない」が4割

台半ば（44．9％）と最も高く、「感じない」（20．5％）を合わせた『感じない』は6割台半ば（65．4％）

である。「感じる」（2．8％）と「多少感じる」（22．6％）を合わせた『感じる』は2割台半ば（25．4％）

となっている。（図5－19－1）

図5－19－2　市のにぎわいと活力の有無一性別・年齢別

感じる　多少感じる あまり感じない　　　　　感じない　わからない無回答

性別には大きな差はみられない。

年齢別にみると、『感じる』は20歳代・40歳代で3割前後と高くなっている。（図5－19－2）
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図5－19－3　市のにぎわいと活力の有無一居住地域別

居住地域別にみると、『感じる』は由木・由木東・南大沢（東部地域）で3割台半ば（34．7％）と最

も高く、元八王子・恩方・川口（西部地域）で2割弱（19．7％）と最も低くなっている。

（図5－19－3）
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5－20　環境問題への関心度
◇鰯に厨疋lが♂諺名♂人ば9厨を戯る

環境問題に関心があるかどうかについて聞いたところ、「大いにある」が2割台半ば（26．6％）、「あ

る」（35．2％）と「少しはある」（35．1％）が3割台となっていて、3項目を合わせた『ある』は9割台

半ば（96．9％）と高くなっている。一方で「ない」はわずか1．6％となっている。（図5－20－1）

図5－20－2　環境問題への関心度一性別・年齢別

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518）

性別にみると、男性のほうが「大いにある」と「ある」の計が11．2ポイント高くなっている。

年齢別にみると、「大いにある」と「ある」の計は50歳代以上で6割以上と高くなっている。

（図5－20－2）
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図5－20－3　環境問題への関心度一居住地域別

大いにある

全　体 （1．801）

本庁管内（中央地域）（361）

元八王子・恩方・川口

（西部地域）

浅川・横山・館
（西南部地域）（350）

加住・石川
（北部地域）（142）

由井・北野
（東南部地域）（257）

由木・由木東・南大沢
（東部地域）（322）

居住地域別にみると、「大いにある」は由井・北野（東南部地域）と由木・由木東・南大沢（東部

地域）で3割強と高くなっている。（図5－20－3）
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5－21市の現在の環境
◇♂屋ぐ合った』が5紹

問37　あなたは、本市の環境（水、緑、ごみ、大気など）が以前と比べどうなったと感じてい

ますか。（○は1つだけ）

図5－21－1

わからない
26．9％

悪くなった
6．4％

無回答
1．8％

＿′′′′′

′′′′ノ′′′′′ノl

／ノ′′ノ”′′′′′′′バ
／′”′′′””””′”J

ん〝′”′〝”′””叫

‾、、ノ㌶：コ
〟′””′′′′′′′′′′′′′〝〝〝J

l′′ノ′ノ′′′′′′′ノ′ノ′′′′′′′′′〝ノ′′′′

′′′′′ノ′′′ノ′′′ノ′′′′′”′′′′′”′ノ′′

′′ノ′ノ′′′ノ′′′′′′′′′′′′′〝′′′′ル■′′

どちらかといえば
悪くなった　一一

12．6％

．　／

’／

／

＼
＼
＼
∵
∵
∵
∵
∴
∴
∴
ユ
∴

▼

／
／

どちらかといえば

良くなった
44．5％

n＝1，801

市の環境が以前と比べてどうなったと感じるか聞いたところ、「良くなった」（7．8％）と「どちらか

といえば良くなった」（44．5％）を合わせた『良くなった』は5割強（52．3％）となっている。一方、

「どちらかといえば悪くなった」（12．6％）と「悪くなった」（6．4％）を合わせた『悪くなった』は2

割弱（19．0％）となっている。（図5－21－1）

図5－21－2　市の現在の環境一性別・年齢別

どちらかといえば　　　どちらかといえば

良くなった　　　　良くなった　　　　　悪くなった　悪くなった　　わからない　無回答

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518）

ここごここご22．2ここここここコ■1．9
■　「＼こし‾　‾　‾　‾　‾く二二‾‾Ht■1■‾■‾‾11‾tJL▲⊥、」■、■t■■■■■．■■　；

、＼∴、＼　＿≡醸2．3‡

性別には大きな差はみられない。

年齢別にみると、年齢が高くなるほど『良くなった』の割合が増加する傾向がみられる。

（図5－21－2）
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図5－21－3　市の現在の環境一居住地域別

良くなった

全　体 （1．801）

本庁管内（中央地域）（361）

元八王子・恩方・川口
（西部地域）

浅川・横山・館
（西南部地域）（350）

加住・石川
（北部地域）（142）

由井・北野
（東南部地域）（257）

由木・由木葉・南大沢
（東部地域）（322）

どちらかといえば　　どちらかといえば

良くなった　　　　　悪くなった　悪くなった わからない　　無回答

」⊥L

≠、、、、、、“、、、、、“““、、、、、、、、、、、、、、、；

慧ミミ慧‡ミ崇慧ミミミ≡ミミミミミミ・

ヽヽ＼＼＼＼ヽ＼＼こ

三七ニこ急．1・4
／　　　　　　　　／

／　　／／

ヽ＼＼＼＼ヽ＼＼＼＼＼＼ヽ＼ヽ＼＼＼＼ヽヽ＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ヽ＼

＼ヽヽヽ＼ヽ＼＼＼＼ヽ＼“ヽ＼＼＼ヽ　‾‥－＼＼＼＼＼＼ヽヽヽ＼＼“＼ヽ＼＼＼

＼““、“＼＼““＼““32．4““＼““＼“““＼＼
＼＼＼ヽ＼ヽ“＼＼＼ヽ＼ヽ＼＼＼＼ヽ……ヽ＼＼＼＼＼ヽ＼＼＼＼＼ヽ＼ヽ＼＼＼

還禦還還LO・9

居住地域別にみると、『良くなった』は元八王子・恩方・川口（西部地域）で6割強（62．9％）と最

も高く、由木・由木東・南大沢（東部地域）で4割強（43．8％）と低くなっている。（図5－21－3）
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5－22　都市の美観が損なわれる原因
◇√ごみ・たばこの材倉rJが5身近ぐ傭

問38　都市の美観が損なわれる主な原因は、次のどれだと思いますか。（○は2つまで）

図5－22－1

n＝1朋1　0　10　　20　　30　　40　　50　　60（％）

ごみ・たばこのポイ捨て

放置自転車

落書き

ペットのふん

違法駐車

違法看板

はみ出し営業

その他

無回答

（複数回答）

都市の美観が損なわれる主な原因について聞いたところ、「ごみ・たばこのポイ捨て」が5割弱

（48．4％）と最も高く、ついで「放置自転車」（29．3％）、「落書き」（27．9％）、「ペットのふん」

（24．4％）の順で続いている。（図5－22－1）
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図5－22－2　都市の美観が損なわれる原因一性別・年齢別

ごみ・たばこのポイ捨て　放置自転車　　　　　落書き ペットのふん　　　　　違法駐車

n O　　　40　　　80（％）0　　　40　　　80（％）0　　　40　　　80（％）0　　　40　　　80（％）0　　　40　　　80（％）

全　体　　　（1，801）

男性（計）　　（806）

女性（計）　　（978）

20歳代　（155）

30歳代　（262）

40歳代　（274）

50歳代　（365）

60～64歳　（216）

65歳以上　（518）

違法看板　　　　　　はみ出し営業　　　　　その他

n O　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）0　　　40　　80（％）

全　体　　　（1月01）

男性（計）　　（806）

女性（計）　　（978）

20歳代　（155）

30歳代　（262）

40歳代　（274）

50歳代　（365）

完：≡　…二…　三一

；5．8

3．1

5．2

と6t5

j7・3

3．0

3．7

2．5

2
。
・

〝
昔
2
。
・。
誓
∴
㌃
2
1

2
6

性別にみると、「違法駐車」は男性のほうが5．8ポイント高く、「違法看板」は女性のほうが5．2ポイ

ント高くなっている。

年齢別にみると、「ごみ・たばこのポイ捨て」は年齢が低くなるほど割合が増加する傾向にある。

「ペットのふん」は年齢が高くなるほど割合が増加する傾向にあり、65歳以上では3割強（32．0％）

を占めている。（図5－22－2）
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図5－22－3　都市の美観が損なわれる原因一居住地域別

ごみ・たばこのポイ捨て　放置自転車　　　　　落書き　　　　　　　ペットのふん　　　　　違法駐車

n O　　40　　80（％）0　　40　　8鵬）0　　40　　80（％）0　　40　　80（％）0　　40　　80（％）

全　体

本庁管内
（中央地域）

元八王子・恩方・川口
（西部地域）

浅川・横Jl卜館
（西南部地域）

加住・石川
（北部地域）

由井・北野
（東南部地域）

由木・由木東・南大沢
（東部地域）

全　体

本庁管内
（中央地域）

元八王子・恩方・川口
（西部地域）

浅川・横Jl卜館
（西南部地域）

加住・石川
（北部地域）

由井・北野

（東南部地域）
由木・由木東・南大沢

（東部地域）

（1．801）

（361）

（345）

（350）

（142）

（257）

（322）

（1，801）

（361）

（345）

（350）

（142）

（257）

（322）

▼▼【＿1＿－　　　　　　　l

違法看板　　　　　　　はみ出し営業　　　　　その他

0　　　40　　　80（％）0　　　40　　　80（％）0　　　40　　　80（％）

18．0

18．9

19．0

20．6

18．0

居住地域別にみると、「放置自転車」は本庁管内（中央地域）、由木・由木東・南大沢（東部地域）、

「落書き」は由木・由木東・南大沢（東部地域）で3割強と高くなっている。（図5－22－3）
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5－23　市は美観が保持されたまちだと思うか
◇尻厨雇を‖針が与劃瀞

問39　本市は、都市の美観が保持されているまちであると思いますか。（○は1つだけ）

図5－23－1

無回答
1．9％　＼　／

15．6％　、／〟言霊莞
ノン′／／／／／′′／／／／／′ノ

ノん／”／”／／′〃／／′〝1

ノ′／′／／′／／／／／′／／／”／／〝「

′′′／′／′′／／／′／／′／／／／／／／′ノ

シ／／′′′／′”・′′／／ノ／／／／／／／′／J

′／′′／／′′′／ノ′／ノノ／′〝／／／′／／′ぺ

わからない

思えない
9．3％

あまりそう
思えない
44．5％

／／／／／／′′／′′ノ／／イ

そう思う
2．3％

言＼　　　どちらかといえば
そう思う
26．4％

＼
㌧

n＝1，801

八王子市は美観が保持されたまちだと思うかどうか聞いたところ、「あまりそう思えない」が4割

台半ば（44．5％）と最も高く、「思えない」（9．3％）と合わせた『思えない』が5割強（53．8％）となっ

ている。（図5－23－1）

図5－23－2　市は美観が保持されたまちだと思うか－性別・年齢別

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518） 322
ここ12・0こここここし、2・9

性別にみると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』は、男性の

ほうが3．4ポイント高くなっている。

年齢別にみると、年齢が高くなるほど『そう思う』の割合が増加する傾向がみられる。

（図5－23－2）
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図5－23－3　市は美観が保持されたまちだと思うか一居住地域別

どちらかといえば

そう思う　　そう思う

全　体　　　　　　　（1，801）

本庁管内（中央地域）（361）司　　25．2

元八王子・恩方・川口

（西部地域）
（345）；29［　　　26．1

（西南部地域）（350）隼・二・二25・1

あまりそう

思えない　　　　　　思えないわからない　無回答

＼“＼＼＼＼＼＼＼＼＼i

2．0

＼＼＼＼ヽヽヽ　　　　　，＼＼＼＼＼＼ヽヽ

こここ：．1声：7ニニ‖2．3

居住地域別にみると、『そう思う』は由井・北野（東南部地域）、由木・由木東・南大沢（東部地

域）で3割強と高くなっている。（図5－23－3）
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5－24　省エネ・省資源を実行しているか
◇尻官庁Lrいる』が9紬の．大多数

問40　省エネ・省資源のためには、冷暖房を控える、電気をこまめに消す、冷蔵庫の開閉に気

を遣う、ごみ減量のためのリサイクルを心がける、マイカーの使用を控える、省エネ製品

を利用する、買物用のバッグを持参して買い物に行くなどがありますが、あなたは、省エ

ネ■省資源を意識して実行していますか。（○は1つだけ）

図5－24－1

讃蕊、＿、　無回答

今後は
実行したい
6．7％

時々
実行している
48．0％

n＝1，801

省エネ・省資源の実行について聞いたところ、「常に実行している」が4割強（43．1％）、「時々実行

している」が5割弱（48．0％）、両者合わせた『実行している』は9割強（91．1％）と高くなっている。

（図5－24－1）

図5－24－2　省エネ・省資源を実行しているか一性別・年齢別

時々　　　　今後は　　実行する
実行している　実行したいつもりはない

全　体　　　（1，801）

男性（計）　（806）

女性（計）　（978）

20歳代　　（155）

30歳代　　（262）

40歳代　　（274）

50歳代　　（365）

60～64歳　　（216）

65歳以上　（518）

性別にみると、女性のほうが「常に実行している」が9．4ポイント高くなっている。

年齢別にみると、50歳代以降年齢が高くなるほど、「常に実行している」割合が増加する傾向がみ

られる。（図5－24－2）
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